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★“死別ケア”とは？　…………………………………………………・・
人が、近しい人を亡くしたとき、悲しみなどの考えや感情を表出することで、その体験を受け入れられるようになることを支援すること。現代社会ではあまりにも早期に愛する人の死から「立ち直ること」が期待される傾向にあり、「死別ケア」に関する取り組みが注目されつつあります。
私たち、自殺者の家族（自死遺族）の多くは、家族の自殺について、ふだんは語りにくい状況にありますよね。リメンバーの例会では、同じ体験をした自死遺族が集い、体験やつらさを分かち合うことで、気持ちを整理していくきっかけがほんの少しでもできたらいいな、と思っています。
★“死別ケア”オススメ本のご紹介　…………………………………・・
キャロル・シュトーダッシャー著　
『悲しみを超えて～愛する人の死から立ち直るために』創元社　　　
自殺した人の家族が直面する問題についても書かれています。
名古屋市内なら、現在、熱田・港・緑　の図書館に所蔵されています。
はしがきより抜粋「愛する人を亡くすと、人はそれまで経験したことのないような激しい悲嘆の中に投げ込まれ、その死にともなうつらい心の痛みを味わうことになります。このような心の痛みをうまく癒していくために、残された人は何を知り、何を手に入れ、何ができるようになればよいのでしょうか。また、残された人の心の痛みをやわらげるのは、いったいどのような見方、考え方、対策、情報、あるいは活動なのでしょうか。本書はこの二つの非常に難しい不変の問題に、私なりに答えをだそうとするなかから生まれました。」
★第５回例会のご案内　　……………………………………………・・
■日　時：２００４年８月１日（日）　午後1時３０分～4時（午後１時15分開場）
■内　容：１．遺族同士の分かち合い（グループ）　２．個別面談　いずれかをお選びいただきます。
■会　場：中村生涯学習センター　第１集会室　（前回会場とは異なります！）
　　　　　〒453-0044　名古屋市中村区鳥居通3-1-3　
地下鉄「本陣」下車　　4番出口　南西へ約３００ｍ

· 会場予約名は「リメンバー名古屋　遺族の会」
もしくは「日本ホスピス在宅ケア研究会」となっています。
「自死遺族の会」という看板は出さない予定ですのでご注意ください。
· できるかぎり公共交通機関でお越しください。
■参加費：１,０００円
★連絡先、その他　……………………………………………………・・
■e-メール：himeno@rose.ocn.ne.jp　　FAX：０５２－７７３－６３２８
(お電話でのお問い合わせには対応できません、悪しからずご了承くださいませ。)
例会等の詳細は、日本ホスピス在宅ケア研究会ホームページでご確認ください。http://www.hospice.jp
↑ここに載ってないときは、代表鷹見の個人サイトに載っていることも。→　http://will.obi.ne.jp
リメンバー名古屋自死遺族の会　代表
